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おたすけ観音 報恩寺
綾瀬市寺尾南２-１０-１
電　話	 0467-78-7160
ＦＡＸ	0467-79-1567

5 月 10 日は、おたすけ観音の縁日です。皆様の家内安全、身体健全、諸災消除、

諸縁吉祥を祈り、大般若祈祷会を次により行いますので、お誘い合わせのうえ御参

詣くださるよう、ご案内申し上げます。

記

期　日	 平成28年５月10日（火）

日　程	 午後１時　　御詠歌

	 午後２時	　	大般若祈祷会

	 午後３時　		落語　隅田川	馬石	師匠

	 午後４時　		小斎

祈祷料（２，０００円）は、この報恩寺だよりを郵送した封筒にいれ、

当日御志納お願い致します。

次の方々から特別御寄進を頂きました。各位の御芳志に

感謝すると共に供養菩提のご冥福をお祈りいたします。

平成27年３月	 小山田	政仁	 様
平成27年４月	 橘 川 	 節	 様
平成27年４月	 近 藤 	 薫	 様
平成27年４月	 森 町 	 誠 二	 様
平成27年５月	 柴崎	ちよ子	 様
平成27年５月	 重 森 	 一 雄	 様

平成27年６月	 橘 川 	 幸 彦	 様
平成27年６月	 小山田	スミエ	 様
平成27年９月	 戸井田	政男	 様
平成27年10月	 笠 間 	 ハ ツ	 様
平成28年１月	 佐 藤 	 勝 雄	 様

特別御寄進

◆	報恩寺年間行事予定	◆

大
だいはんにゃ

般若祈
き

祷
とう

会
え

勤
ごんしゅう

修について

	 	 4月	 8日	 釈尊降誕会		花祭り
	 	 5月	10日	 大

だいはんにゃ

般若祈
き

祷
とう

会
え

	 	 8月	 7日	 大
だい

施
せ

餓
が

鬼
き

会
え

	 	 9月	15日	 秋彼岸会法要
	 	12月	 8日	 成

じょうどうえ

道会

	 	12月	31日	 除夜の鐘
	平成 29年	 1月	 1日	 お年始詣り
	 	 2月	15日	 涅

ね は ん え

槃会
	 	 3月	 	 春彼岸会法要

平成28年 1月 17日の役員会をもちまして、住職を退任し副住職　良隆に譲位す

ることにいたしました。昭和27年より住職を拝命し62年間の長きにわたり大過な

く任を務める事が出来ましたのも、皆さまの先代、又は先々代の方と、二代、三代に

わたってのご法愛の賜物と存じ感謝申し上げます。

報恩寺　二十八世　加藤良興　合掌

このたび、報恩寺住職に就任いたしました加藤良隆です。

師匠は生きている限り現役住職というのが、あるべき姿だと言っておりましたの

で、あとしばらくは副住職として、師匠を補佐し支えていくつもりでおりましたが、

住職でなければ受けることの出来ない役職などがあり、宗務所行政に支障をきたし始

めましたので、師匠はまだ体が動くうちに任を譲ることを決断いたしました。

浅学菲才の身ではありますが、新住職として報恩寺の檀信徒の皆さまのご先祖お守

りし、幸せをお祈りし、心のよりどころとなり、安らぎを感じられるお寺を目指して

誠心誠意、報恩寺の興隆に尽くしていく所存であります。

報恩寺二十九世　加藤良隆　合掌

住職退任のご挨拶住職退任のご挨拶

座禅会はじめます

毎月第１日曜日  朝６時より
所要時間約１時間

第１回目

４月３日（日）
６時より

どなたでも参加できます。
動きやすい服装でおいで下さい。
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れ
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た
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。
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使
い
書
か
れ
た
も
の
で
、
独
特
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あ
り
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す
。

ま
た
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梵
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単
な
る
文
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で
は
な
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、
そ
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自
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に
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が
あ
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霊
的
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神
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も
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。
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ま
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光
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光
背
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

永
代
供
養
墓
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面
か
ら
お
参
り
す
る
と
、
ち
ょ

う
ど
梵
字
の
円
が
お
観
音
様
の
光
背
に
な
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
側
の
ハ
ネ
が
円
か
ら
飛
び
出
し
反
転
し
て
い

る
の
は
、
観
音
力
が
枠
を
越
え
、
宗
教
や
国
境
を

越
え
、
闇
を
照
ら
し
、
世
界
平
和
を
願
う
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日　

曹

洞
宗
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
が
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜  

国
立
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
よ
り
二

日
間
合
計
九
〇
〇
〇
名
以
上
の
講
員
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
開
会
式
で
は
、
全
国
の
講
員
を
代
表
し
て
、

報
恩
寺
梅
花
講
か
ら
笠
間
綾
子
さ
ん
が
「
お
誓
い
」

の
大
役
を
務
め
ま
し
た
。

前
か
ら
二
人
目
が
笠
間
綾
子
さ
ん

ま
た
、
そ
の
時
の
感
想
が
笠
間
綾
子
さ
ん
自
身
の

執
筆
で
神
奈
川
県
第
二
宗
務
所
「
所
の
た
よ
り
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
四
日　

鶴
見
大
学
附
属
中

学
高
等
学
校
で
行
わ
れ
た
管
内
大
会　

海
老
名
市
の

龍
昌
院
さ
ん
と
合
同
登
壇
を
し
ま
し
た
。
奉
詠
曲
は

神
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川
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二
宗
務
所
の
講
長
会
に
て
く
じ
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き
で

決
め
る
の
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す
が
、
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も
大
本
山
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寺
二
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峨
山
韶
碩
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大
遠
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總
持
寺
二
祖
峨
山
禅
師
讃
仰
御
詠
歌
（
永
光
）
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お

唱
え
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
後
継

者
の
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
な
ど
、
従
来
型
の
墓
地

を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
方
や
、
お
考
え
に
よ
り
合
祀

を
希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

報
恩
寺
永
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養
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観
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さ
ま
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祀
り

し
、
お
た
す
け
観
音
信
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の
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お
寺
詣
り
、
お
墓

参
り
の
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、
多
く
の
方
々
が
お
参
り
し
、
納
め

ら
れ
た
ら
れ
た
故
人
を
、
供
養
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
願
い
の
も
と
建
立
い
た
し
ま
し
た
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催
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催
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永代供養墓の前面に観音像を安置予定です。

側面の壁に戒名・俗名・行年・没年月日を
刻んだ銘石板を掲げます。

概		

要
報
恩
寺
永
代
供
養
墓
は
、
報
恩
寺
が
責
任
を
以
て

永
代
供
養
・
管
理
を
す
る
墓
地
で
す
。

報
恩
寺
の
檀
信
徒
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
使
用
で

き
ま
す
。

生
前
に
契
約
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

戒
名
を
銘
石
板
に
刻
み
側
面
に
掲
げ
ま
す
。

毎
年
の
大
施
餓
鬼
会
法
要
に
て
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。

使
用
料
は
原
則
と
し
て
三
十
五
万
円
で
す
。

お
申
し
込
み
は
報
恩
寺
ま
で


